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講演1

講演2 緑内障点眼薬のアドヒアランス
その理想と現実

作用機序を考慮した薬剤選択

　近年、新しい緑内障治療薬が登場し、薬剤の選択肢が増えたことは非常に喜ばしいことである。しかし、併用薬剤数の
増加は、アドヒアランスの低下につながる。そのため、必要最小限の薬剤で最大の効果を得るという原則のもと、各薬剤の
作用機序、臨床効果、副作用の特徴を理解した上で薬剤選択することが、今まで以上に求められる時代となってきている。
さらには、点眼治療を継続するうえでは、薬剤の特徴を患者に事前説明することも重要である。
　本セミナーでは、本庄先生から緑内障治療薬の特徴、特にROCK阻害薬を中心に整理していただき、また溝上先生
からは緑内障治療薬におけるアドヒアランスの理想と現実のギャップについて、わかりやすく紹介していただく。これらを
通じて、日常診療で継続的な眼圧コントロールを実現するためのヒントが得られるものと期待している。
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